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は
じ
め
に

本
稿
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て

の
調
査
報
告
で
あ
る
。
今
回
は
明
治
二
十
四
年
（
下
田
歌
子
関
係
資
料 

請

求
番
号
三
三
）
一
月
か
ら
十
二
月
の
う
ち
六
月
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
六
月

ま
で
の
概
要
を
一
覧
で
示
し
、
主
要
な
出
来
事
に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
る
。

日
記
は
共
紙
表
紙
に
「
明
治
廿
四
年
一
月
ヨ
リ
／
日
記
／
香
雪
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

本
資
料
は
第
二
丁
、
第
十
丁
に
錯
簡
が
あ
り
、
正
し
く
は
第
二
丁
は
第
九

丁
と
十
丁
の
間
、
第
十
丁
は
第
十
五
丁
と
十
六
丁
の
間
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

錯
簡
に
つ
い
て
、
上
部
余
白
に
別
人
に
よ
る
鉛
筆
書
き
の
記
載
が
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
は
一
月
に
帝
国
議
会
議
事
堂
仮
議
事
堂
の
焼
失
、
二
月
に

内
大
臣
三
条
実
美
の
死
去
、
五
月
に
は
来
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
へ
の
暗
殺

未
遂
事
件
（
大
津
事
件
）
が
発
生
し
た
。

特
に
大
津
事
件
に
つ
い
て
は
華
族
女
学
校
お
よ
び
下
田
歌
子（
以
下
下
田
）

の
関
わ
り
を
日
記
か
ら
検
証
す
る
。

な
お
、
以
下
文
中
引
用
文
、
参
考
文
献
等
に
つ
い
て
は
、
旧
字
体
を
新
字

体
に
直
し
て
表
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

１
．
明
治
二
十
四
年
一
月
か
ら
六
月
の
概
要

下
田
の
日
記
の
記
述
を
も
と
に
、
明
治
二
十
四
年
一
月
か
ら
六
月
の
動
向

を
一
覧
に
し
た
。

日
記
に
は
記
載
が
な
い
が
下
田
に
関
係
し
て
い
る
事
項
、
お
よ
び
補
足
説

愛
甲 

晴
美

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
　
下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て
（
四
）

明
治
二
十
四
年
前
半
の
概
要

調
査
報
告
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明
は
（ 

）
で
示
し
た
。

月

日

主
要
事
項

一

十
二

学
校
始
業

十
三

風
邪
に
て
平
臥
（
十
九
日
ま
で
日
記
を
休
む
）

二
十

議
事
堂
（
帝
国
議
会
議
事
堂
仮
議
事
堂
）
全
焼
す
る

二
十
三
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
、
本
日
よ
り
一
週
間
学
校
休
業

二

二

昨
日
よ
り
腹
痛
で
平
臥

十
一

紀
元
節　

学
校
に
て
奉
祝
の
式
典
を
挙
げ
る

十
五

弘
道
会
女
子
部
の
会
に
出
席

十
六

腹
痛
下
痢
で
欠
勤
、
平
臥

十
八

内
大
臣
三
条
（
実
美
）
死
去

二
十
五
故
三
条
公
国
葬
に
つ
き
休
校

二
十
七
風
邪
で
平
臥
（
三
月
四
日
ま
で
）

三

七

牧
野
（
峰
子
）
昨
日
男
子
出
産
の
悦
び
に
ゆ
く

十
九

常
宮
（
昌
子
内
親
王
）
午
後
（
華
族
女
学
校
）
来
訪

二
十
一
華
族
女
学
校
で
開
か
れ
た
女
子
教
育
会
に
出
席

二
十
七
皇
后
華
族
女
学
校
行
啓

四

一

本
日
よ
り
春
季
休
業
、
自
宅
で
一
種
物
合
を
催
す

二

汽
車
で
塾
生
一
同
、
小
田
原
に
あ
る
野
村
氏
の
別
荘
で
一
泊
す
る

五

弘
道
会
女
子
部
に
出
席
す
る

月

日

主
要
事
項

六

北
白
川
宮
別
邸
、
本
所
へ
御
召
し
に
よ
り
行
く

九

昨
日
よ
り
風
邪
で
平
臥

十
一

松
方
（
正
義
）
宅
に
寓
す
る
芳
川
某
の
向
島
の
別
荘
に
よ
し
子
、 

塾
生
九
人
と
と
も
に
行
く

二
十
四
生
徒
一
同
を
引
率
し
て
濱
離
宮
を
参
観
す
る

三
十

三
島
通
良
氏
来
訪
、
よ
し
子
の
診
察
を
依
頼
す
る

五

五

牧
野
氏
（
の
初
節
句
）
に
招
か
れ
て
行
く

九

野
村
氏
の
勧
め
で
新
富
座
へ
行
く

十
一

北
白
川
宮
邸
へ
御
召
し
に
よ
り
行
く
、
大
津
事
件
の
一
報
を
受
け
る

十
二

天
皇
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
慰
問
の
た
め
京
都
へ
出
発
す
る

十
三

ロ
シ
ア
皇
太
子
の
慰
問
の
相
談
を
受
け
る
、
高
崎
夫
人
（
貞
子
）
死
去

十
四
（
華
族
女
学
校
）
西
村
校
長
慰
問
の
た
め
京
都
へ
出
発
、
新
橋
に
見

送
り
に
行
く

十
七

高
崎
夫
人
の
葬
儀
に
出
席
、
体
調
不
良
（
五
月
二
十
日
頃
ま
で
）

二
十
五
頭
痛
、
急
性
胃
カ
タ
ル
に
罹
る

六

十

関
根
氏
の
招
き
で
歌
舞
伎
座
に
行
く

十
一

高
崎
（
貞
子
）
五
十
日
祭
に
招
か
れ
て
行
く

二
十
八
腸
胃
カ
タ
ル
に
罹
る
、
よ
し
子
も
同
じ
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一
月
一
日
は
父
鍒
蔵
、（
堀
江
）
よ
し
子
（
以
下
よ
し
子
）
ほ
か
数
名
と

早
朝
よ
り
鎌
倉
へ
初
詣
に
出
か
け
た
。
虫
損
の
た
め
、
場
所
の
詳
細
は
特
定

で
き
な
い
が
、
午
後
六
時
に
は
帰
宅
し
、
学
校
の
試
験
改
正
案
な
ど
を
調
べ

て
い
る
。
こ
の
試
験
改
正
案
は
、
同
月
五
日
に
も
記
載
が
あ
り
、
そ
の
後
、

三
月
十
八
日
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
毎
学
期
の
終
わ
り

に
定
期
試
験
を
行
い
、
平
常
試
験
と
二
分
し
て
学
期
成
績
を
定
め
、
学
年
成

績
は
三
学
期
の
成
績
を
通
約
し
て
い
た
も
の
を
、
学
期
末
の
定
期
試
験
を
廃

し
、
平
常
点
の
み
で
そ
の
学
期
の
成
績
を
定
め
る
と
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
改

正
は
過
度
の
勉
強
で
体
を
壊
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
だ
っ
た
。

こ
の
頃
、
巷
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
い
た
。
よ
し
子
も
二

日
か
ら
高
熱
を
発
し
て
い
た
が
、
同
月
八
日
に
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
益
流

行
」
の
文
字
が
見
え
、
十
三
日
に
は
、
下
田
自
身
が
「
風
邪
に
て
平
臥
」
と

あ
り
、
高
熱
で
苦
し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
日
記
も
十
四
日
か
ら

十
九
日
ま
で
付
け
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
二
十
三
日
か
ら
一
週
間
は
華

族
女
学
校
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
「
学
校
休
業
」
と
あ
る
。

新
聞
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
関
す
る
記
事
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
病

名
に
つ
い
て
「
イ
ン
フ
リ
ユ
ー
エ
ン
ザ 

名
か
ら
し
て
舶
来
の
病
気
又
ゝ
府ふ

下か

に
流り
う

行こ
う

し
出
し
ぬ
（
中
略
）
初
め
此
病
気
の
流は

や行
り
し
折
余よ

程ほ
ど

名
を
附
く

る
に
困
ま
り
終つ
ひ

に
イ
ン
フ
リ
ユ
ー
エ
ン
ザ
と
は
名
づ
け
ぬ
我わ
が

邦く
に

に
て
ハ
之
を

流は
や
り
か
ぜ

行
感
冒
と
も
亦
電
光
感
冒
と
も
訳
す
其
流
行
の
烈
は
げ
：
マ
マげ

し
き
を
云
ふ
な
り

此こ
の
じ字
ハ
イ
ン
フ
リ
ユ
ー
エ
ン
ス
（
勢
力
、
威
得
）
よ
り
出
づ
と
」（
東
京
日

日
新
聞 

明
治
二
十
四
年
一
月
十
七
日
）
と
、
巷
説
を
紹
介
す
る
記
事
も
あ

る
。
明
治
天
皇
の
侍
講
、
宮
中
顧
問
官
、
枢
密
顧
問
官
を
歴
任
し
前
年
発
布

さ
れ
た
教
育
勅
語
の
草
案
を
作
成
し
た
元
田
永
孚
、
内
大
臣
三
条
実
美
も
こ

の
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
死
去
し
て
お
り
、
下
田
の
日
記
に
も
、
訃

報
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
の
深
夜
、
麹
町
区
内
幸
町
に
あ
っ
た

帝
国
議
会
議
事
堂
仮
議
事
堂
が
全
焼
し
た
。
こ
の
火
災
に
言
及
し
た
資
料
は

多
数
あ
る
が
、『
東
京
市
史
稿
』
が
当
時
の
当
直
職
員
ら
の
聞
き
取
り
も
含
め
、

詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
出
火
が
確
認
さ
れ
た
の
は
未
明
の
十
二
時
半
過
ぎ

で
、
漏
電
に
よ
り
政
府
委
員
室
の
電
気
灯
か
ら
発
火
し
、
電
線
を
通
じ
て
各

室
へ
拡
が
っ
た
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
木
造
の
仮
議
事
堂
は
衆
議
院
・

貴
族
院
と
も
焼
失
し
た
。

二
十
日
の
日
記
に
は
「
今
晩
議
事
堂
全
焼
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
帝
国

議
会
は
会
期
中
で
あ
っ
た
た
め
、
貴
族
院
議
場
は
華
族
会
館
（
後
に
帝
国
ホ

テ
ル
）、
衆
議
院
議
場
は
東
京
女
学
館
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
。

二
月
十
五
日
、
下
田
は
「（
日
本
）
弘
道
会
女
子
部
の
会
へ
出
席
す
」
と

記
し
て
い
る
。
日
本
弘
道
会
は
華
族
女
学
校
長
西
村
茂
樹
が
、
明
治
九
年
に

東
京
修
身
学
社
の
名
称
で
創
設
し
た
道
徳
団
体
で
、
明
治
二
十
年
に
日
本
弘

道
会
と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
四
月
、
牛
尾
田
絢
子
（
棚
橋
絢
子
）、

平
尾
光
子
の
尽
力
に
よ
り
初
め
て
女
子
部
の
会
合
（
婦
人
会
）
が
開
か
れ
、

以
降
男
子
部
は
奇
数
月
、
女
子
部
は
偶
数
月
に
、
定
集
会
お
よ
び
常
集
会
の

1

2

3
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名
称
で
開
く
こ
と
と
し
、
会
で
は
講
演
が
行
わ
れ
た
。

同
会
の
会
報
誌
で
あ
る
『
日
本
弘
道
會
叢
記 

貳
編 

第
三
冊
』（
明
治

二
十
四
年
三
月
発
行
）
の
「
本
會
記
事
」
に
は
、
二
月
十
八
日
午
後
二
時
よ

リ
華
族
女
学
校
内
で
、
婦
人
部
集
会
が
開
か
れ
た
こ
と
、
副
会
長
南
摩
綱
紀

お
よ
び
竹
内
公
友
、
佐
方
鎮し
ず

子
の
講
演
内
容
の
概
略
に
続
き
、「
此
日
會
ス

ル
者
高
橋
平
尾
下
田
三
女
史
其
他
ハ
女
流
會
員
ノ
熱
心
家
ニ
シ
テ
會
員
外
ノ

婦
女
子
モ
多
ク
傍
聴
セ
リ
」
と
下
田
の
出
席
も
記
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
定

か
で
な
い
が
日
記
と
雑
誌
で
集
会
日
に
ず
れ
が
あ
る
。

日
記
で
初
め
て
同
会
へ
の
出
席
が
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
二
十
三

年
十
月
十
九
日
（
日
記
で
は
婦
人
弘
道
会
）
で
あ
る
。『
日
本
弘
道
會
叢

記 

初
編 

第
拾
四
冊
』（
明
治
二
十
三
年
十
一
月
発
行
）
の
本
會
記
事

の
欄
に
、
出
席
者
と
し
て
「
學
監
下
田
歌
子
」
の
名
が
見
え
、
日
記
の
記

載
を
裏
付
け
る
。
同
誌
の
「
入
會
之
部
」
に
下
田
歌
子
の
名
が
あ
り
、
こ

の
時
点
で
会
員
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
入
会
者
欄
に
は
高
崎
正
風
、

木
村
サ
ダ
（
貞
）
子
、
嘉
悦
孝
子
な
ど
の
名
も
見
え
る
。
そ
の
後
は
明
治

二
十
四
年
四
月
五
日
に
も
出
席
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
会
場
は
華
族
女
学

校
で
あ
っ
た
。

二
月
十
八
日
、
午
後
八
時
頃
本
省
よ
り
下
田
に
三
条
実
美
の
容
態
に
つ
い

て
通
達
が
あ
っ
た
。
容
態
の
内
容
部
分
は
虫
害
で
判
読
で
き
な
い
が
、
知
ら

せ
を
受
け
午
後
十
時
三
十
分
に
三
条
邸
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、
日
記
に
は
「
実
に
邦
家
の
爲
め
に
痛
歎
に
堪
へ
ず
」
と
悲
し

み
を
述
べ
て
い
る
。
二
十
五
日
に
は
護
国
寺
に
お
い
て
国
葬
が
執
り
行
わ
れ
、

華
族
女
学
校
も
休
校
と
な
っ
た
。

下
田
は
二
十
七
日
の
夜
か
ら
風
邪
で
体
調
を
崩
し
、
な
か
な
か
回
復
せ
ず
、

三
月
五
日
ま
だ
全
快
し
な
い
な
が
ら
漸
く
出
勤
し
て
い
る
。

三
月
六
日
、
牧
野
伸
顕
夫
人
の
峰
子
（
三
島
通み
ち

庸つ
ね

二
女
）
が
男
児
（
長
男

伸の
ぶ

通み
ち

）
を
出
産
し
、
翌
七
日
に
そ
の
祝
い
に
訪
れ
た
。
峰
子
は
下
田
の
教
え

子
で
、
大
変
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
五
月
五
日
の
初
節
句
に
も
招
か
れ
、

訪
問
し
た
こ
と
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。

同
月
十
九
日
午
後
、
常
宮
昌
子
内
親
王
が
華
族
女
学
校
を
視
察
し
た
。
明

治
二
十
一
年
生
ま
れ
の
常
宮
は
こ
の
時
ま
だ
満
三
歳
に
満
た
な
い
。
日
記
に

は
御
養
育
主
任
佐
々
木
高
行
夫
妻
と
園
子
爵
が
供
奉
し
た
と
あ
る
。

同
二
十
七
日
に
は
皇
后
の
行
啓
が
あ
っ
た
。
日
記
に
は
詳
し
い
内
容
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行
啓
は
午
前
九
時
二
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま

で
長
時
間
に
及
ん
だ
。
初
等
小
学
か
ら
高
等
中
学
ま
で
各
教
場
を
視
察
し
、

生
徒
の
唱
歌
や
箏
洋
琴
の
演
奏
を
聴
き
、
校
長
職
員
生
徒
に
賜
物
が
あ
っ
た
。

下
田
は
「
白
な
ゝ
こ
壱
疋
」
を
賜
っ
て
い
る
。

四
月
一
日
よ
り
華
族
女
学
校
は
春
季
休
業
に
は
い
っ
た
。
こ
の
日
は
桃
夭

塾
で
一ひ
と

種く
さ

物も
の

合あ
わ
せを

催
し
て
い
る
。
華
族
女
学
校
教
員
、
生
徒
ら
総
勢
七
十
余

人
が
会
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
賑
や
か
な
会
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

同
月
二
日
は
、
午
前
十
一
時
四
十
分
の
汽
車
で
塾
生
一
同
と
小
田
原
に
あ

る
野
村
（
靖
）
氏
の
別
荘
へ
行
き
、
一
泊
し
た
と
あ
る
。
鯛
網
引
き
や
松
露

4

5

6

7
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採
り
を
楽
し
み
、
夕
刻
よ
り
八
幡
山
の
花
見
に
も
出
か
け
て
い
る
。
枢
密
顧

問
官
や
外
交
官
、
大
臣
を
歴
任
し
た
子
爵
野
村
靖
の
長
女
久
子
は
萬
里
小
路

正
秀
夫
人
（
後
に
外
交
官
本
野
一
郎
夫
人
）
で
、
久
子
の
談
話
筆
記
に
よ
れ

ば
、
下
田
の
最
も
早
い
時
期
の
教
え
子
で
あ
っ
た
。
華
族
女
学
校
で
は
明
治

二
十
二
年
の
最
初
の
本
科
卒
業
生
の
一
人
で
あ
り
、
卒
業
後
も
親
し
い
関
係

が
続
い
て
い
た
。
下
田
の
日
記
に
よ
れ
ば
久
子
は
明
治
二
十
三
年
八
月
に
女

児
を
出
産
し
、
下
田
が
名
付
け
親
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
の
日
記

に
は
、
五
月
初
め
頃
か
ら
、
詳
し
い
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
久
子
や
父

野
村
と
下
田
が
行
き
来
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

四
月
三
十
日
、
三
島
通み
ち

良よ
し

（
日
記
の
表
記
は
三
嶌
）
が
来
訪
し
、
下
田
は

よ
し
子
の
診
察
を
依
頼
し
た
。
三
島
通
良
（
一
八
六
六
―
一
九
二
五
）
は
帝

国
大
学
医
科
大
学
（
現
東
京
大
学
医
学
部
）
卒
業
後
、
同
大
学
院
で
小
児
科

学
を
専
攻
し
、
明
治
二
十
四
年
文
部
省
の
学
校
衛
生
事
項
取
調
嘱
託
に
着
任

し
た
。
全
国
各
地
の
学
校
衛
生
状
況
を
調
査
し
、
日
本
に
於
け
る
学
校
衛
生

学
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
院
在
学
中
の
明

治
二
十
二
年
に
著
し
た
育
児
書
『
は
は
の
つ
と
め
』
親
の
巻
・
子
の
巻
は
、

翌
年
に
は
美
子
皇
后
へ
献
上
さ
れ
、
版
を
重
ね
て
華
族
女
学
校
等
公
私
立
女

学
校
の
教
科
書
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

下
田
も
三
島
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
在
確
認
で
き

る
日
記
で
、
三
島
本
人
と
確
認
で
き
る
最
初
の
記
録
は
こ
の
三
十
日
で
あ
る

（
下
田
と
親
し
い
関
係
に
あ
る
三
島
通
庸
と
そ
の
家
族
も
「
三
嶌
」
の
表
記

で
頻
繁
に
現
れ
る
た
め
、
姓
だ
け
の
記
載
で
個
人
を
特
定
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
が
、
四
月
三
十
日
は
「
三
嶌
通
良
氏
」
の
記
載
が
あ
る
）。
日
記
に
よ

れ
ば
、
前
日
の
二
十
九
日
に
も
三
島
が
来
訪
し
た
が
会
っ
て
は
い
な
い
。
学

校
教
育
の
場
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
ち
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

来
訪
の
本
来
の
目
的
が
往
診
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
学
校
衛
生
に
関
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
以
降
特
に
五
月
は
、
よ
し

子
の
み
な
ら
ず
父
鍒
蔵
も
下
田
自
身
も
頻
繁
に
往
診
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
、
次
項
で
ふ
れ
る
大
津
事
件
が
発
生
し
、
下
田
の
周

辺
も
混
乱
し
て
い
た
よ
う
で
、
体
調
を
崩
す
要
因
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
、
医
師
と
し
て
頼
り
、
三
島
も
そ
れ
に
応
え
て
多
忙
な
中
で
も
往
診
を

引
き
受
け
て
い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

89

図 1	 三島通良肖像（部分）
	 大正１０年４月２１日撮影
	 （実践女子大学下田歌子研究所蔵）
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三
島
は
以
後
も
華
族
女
学
校
の
学
校
衛
生
に
関
わ
り
、
医
学
博
士
三み
や
け宅

秀ひ
い
ず、

華
族
女
学
校
教
員
の
佐
野
安
、
愛
知
信
元
、
北
条
亮
ら
と
と
も
に
生
徒
用
の

椅
子
、
机
の
改
良
に
取
り
組
み
、
明
治
三
十
年
か
ら
三
十
一
年
に
か
け
て
、

東
京
工
業
学
校
（
現
東
京
工
業
大
学
）
に
委
嘱
し
て
生
徒
の
年
齢
に
応
じ
た

机
椅
子
を
製
作
し
、
学
校
に
導
入
さ
せ
た
。

図
２
の
肖
像
写
真
は
、
三
島
通
良
の
娘
で
、
大
正
六
年
実
践
女
学
校
高

等
女
学
部
家
政
専
攻
科
卒
業
生
の
二
三
子
氏
の
遺
品
を
ご
親
族
よ
り
ご
寄

贈
い
た
だ
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
父
通
良
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
写
真
が
贈
ら
れ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
三
島

が
の
ち
に
娘
の
教
育
を
下
田
に
託
し
た
こ
と
は
、
自
ら
も
学
校
衛
生
の
面

か
ら
助
力
し
た
下
田
の
女
子
教
育
へ
の
確
か
な
信
頼
を
表
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

（
写
真
裏
面
の
明
治
二
十
四
年
が
正
し
け
れ
ば
、
下
田
の
年
齢
は
数
え
で

三
十
七
か
八
歳
で
あ
る
。
写
真
師
武
林
は
武
林
盛
一
（
一
八
四
二
―
一
九
〇

八
）
で
、
明
治
十
七
年
か
ら
麹
町
一
番
町
十
一
番
地
に
武
林
写
真
館
を
開
業

し
て
い
る
。）

五
月
十
三
日
、
高
崎
正
風
の
妻
貞
子
が
死
去
し
た
。
日
記
に
は
午
後
八
時

に
歿
し
た
と
あ
り
、「
実
に
驚
き
入
り
た
り
。
あ
ゝ
。」
と
そ
の
訃
報
に
動
揺

す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
高
崎
正
風
は
下
田
の
和
歌
の
師
で
あ
り
、
宮
中

出
仕
を
推
挙
し
た
恩
人
で
あ
り
、
ま
た
岩
村
か
ら
の
上
京
時
に
平
尾
一
家
が

一
時
寄
留
す
る
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
で
ご
く
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
明
治

二
十
二
年
三
月
に
は
下
田
の
教
え
子
で
あ
っ
た
長
女
胤た
ね

子こ

が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
高
崎
は
短
い
間
に
妻
子
を
亡
く
す
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
下
田
は

10

11

図 2	 「下田歌子肖像写真」 明治 24年
 	 （実践女子大学図書館下田歌子関係資料 4935）

図 3	 図 2裏面



43 愛甲晴美  実践女子大学図書館蔵 下田歌子自筆日記について（四）

十
七
日
の
葬
儀
に
参
列
し
た
が
、
帰
宅
途
中
で
気
分
が
悪
く
な
り
、
帰
宅
し

て
も
具
合
が
悪
く
三
島
の
診
察
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
体
調

不
良
が
続
い
て
い
る
。
五
月
二
十
五
日
に
は
頭
痛
と
急
性
胃
カ
タ
ル（
胃
炎
）

で
平
臥
と
あ
り
、
六
月
六
日
ま
で
日
記
も
止
め
て
い
る
。

六
月
十
日
は
、
華
族
女
学
校
教
授
の
関
根
正
直
の
招
き
で
、
歌
舞
伎
座
に

行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の
演
目
は
「
春
日
局
」「
幡
随
長
兵
衛
」
の
二
幕
で
、

大
変
評
判
が
よ
く
連
日
売
り
切
れ
の
盛
況
だ
っ
た
よ
う
だ
。
日
記
に
は
「
関

根
氏
の
招
き
も
だ
し
難
く
て
」
と
あ
り
、
評
判
の
舞
台
を
是
非
に
と
誘
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
同
二
十
八
日
の
日
記
に
は
ま
た
「
腸
胃
か
た
る
」
の
文
字
が
見

え
、
よ
し
子
も
同
じ
症
状
で
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。

２
．
大
津
事
件
に
つ
い
て

五
月
十
一
日
、
訪
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
が
大
津
に
お
い
て
、

警
備
中
の
巡
査
津
田
三
蔵
に
よ
っ
て
右
頭
部
を
切
り
つ
け
ら
れ
負
傷
す
る
と

い
う
暗
殺
未
遂
事
件
が
発
生
し
た
。

日
記
に
は
こ
の
事
件
当
時
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
原
文
お
よ
び

翻
字
を
あ
げ
る
。

凡
例

一 

旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
。

一 

句
読
点
は
で
き
る
限
り
原
文
通
り
表
記
し
た
。

一 

翻
字
は
山
口
典
子
氏
に
よ
る
翻
字
原
稿
を
参
照
し
、
愛
甲
が
作
成 

し
た
。

12

図 4	 本文第二十二丁表、裏 第二十三丁表
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（
翻
字
）

（
五
月
）

同
十
一
日 

晴 

月
曜

午
前
八
時
前
参
校
、
午
後
二
時
過
退
出
、
そ
れ

よ
り
、
北
白
川
宮
御
召
に
よ
り
、
て
参
る
。
御
所
の
女
官

と
ひ
と
つ
な
り
。
然
る
に
、
本
日
、
意
外
の
大
変
の
報
あ
り
。

大
津
に
於
て
、
兇
漢
、
露
国
皇
太
子
殿
下
を
傷

つ
け
奉
れ
り
と
な
り
。
よ
り
て
、
北
白
川
宮
殿
下
ハ
直

ち
に
御
召
に
て
、
京
都
へ
御
出
発
也
。
夜
、
こ
の
事
件

に
て
、
平
岩
来
訪
、

同
十
二
日 

晴 

火
曜

早
旦
、
校
長
へ
書
状
だ
す
。
昨
夜
、
父
君
吐
瀉
あ
り
。

三
嶌
医
診
察
す
。
例
刻
参
校
、
同
十
一
時
、
生
徒

に
休
業
の
旨
達
す
。 

天
皇
陛
下
ハ
今
午
前

六
時
、
京
都
行
幸
な
り
た
り
、
実
に
、
か
し
こ
し
と
も

か
し
こ
き
事
也
か
し
。
夜
秋
山
氏
来
訪
、

同
十
三
日 

晴 

水
曜

例
刻
参
校
、
露
太
子
御
慰
問
の
相
談
あ
り
。
御
音

物
と
し
て
、
生
徒
が
刺
繍
の
も
の
を
、
調
製
し
て
奉
る
。

（
後
略
）

下
田
は
事
件
発
生
当
日
の
五
月
十
一
日
、
午
後
二
時
に
学
校
を
退
出
し
、

北
白
川
宮
に
召
さ
れ
て
同
邸
を
訪
れ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
の
訪
日
に
対
し

て
は
国
賓
待
遇
と
し
て
、
旅
行
日
程
に
あ
わ
せ
て
の
歓
迎
行
事
が
予
定
準
備

さ
れ
て
い
た
。
何
事
も
な
け
れ
ば
、
五
月
二
十
三
日
に
は
北
白
川
宮
が
夜
会

を
催
し
、
饗
応
す
る
予
定
に
も
な
っ
て
い
た
。

接
伴
委
員
長
の
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
は
五
月
四
日
に
最
初
の
到
着
地
で
あ

る
長
崎
で
出
迎
え
、
そ
の
後
も
同
行
し
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
一
行
は
鹿
児
島
、

神
戸
、
京
都
を
回
り
、
十
一
日
に
大
津
入
り
し
た
。
滋
賀
県
庁
を
訪
れ
、
午

後
一
時
半
頃
県
庁
を
出
て
、
京
都
へ
帰
る
た
め
人
力
車
を
連
ね
て
沿
道
を
行

進
中
、
事
件
は
起
き
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
右
頭
部
二
箇
所
に
傷
を
負
っ
た
が
幸

い
命
に
別
状
は
な
く
、
応
急
処
置
を
し
て
ひ
と
ま
ず
県
庁
へ
戻
っ
た
。
事
件

は
滋
賀
県
知
事
か
ら
内
大
臣
、
宮
内
大
臣
へ
直
ち
に
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

威
仁
親
王
は
天
皇
に
宛
て
た
電
報
で
、
ま
ず
天
皇
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
に
見
舞
い

の
電
報
を
出
し
、
す
ぐ
に
京
都
へ
見
舞
い
の
た
め
に
行
幸
し
て
ほ
し
い
と
伝

え
た
。

急
報
は
北
白
川
宮
邸
に
も
届
き
、
天
皇
の
下
命
に
よ
り
、
北
白
川
宮
能

久
親
王
は
天
皇
の
名
代
と
し
て
医
学
博
士
高
木
兼
寛
、
同
池
田
謙
斎
と
と

も
に
、
午
後
四
時
四
十
五
分
発
の
列
車
で
京
都
へ
向
か
っ
て
い
る
。
下
田

が
北
白
川
宮
邸
を
訪
れ
た
直
後
の
こ
と
で
、
日
記
に
も
そ
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。

夜
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
華
族
女
学
校
書
記
の
平
岩
扶
佐
吉
が
下
田
を
訪

13

14



45 愛甲晴美  実践女子大学図書館蔵 下田歌子自筆日記について（四）

ね
て
来
て
い
る
が
、
翌
十
二
日
は
学
校
が
臨
時
休
校
と
な
っ
た
の
で
、
そ
う

し
た
事
務
的
な
相
談
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

十
二
日
早
朝
、
天
皇
は
特
別
列
車
で
京
都
に
向
け
出
発
し
、
夜
に
は
直
接

ニ
コ
ラ
イ
を
慰
問
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
次
期
皇
帝
に
対
し
て
の
暗
殺
未
遂
事
件
で
あ
っ
た
た
め
、

大
国
ロ
シ
ア
が
事
件
の
代
償
と
し
て
領
土
の
割
譲
な
ど
強
引
な
要
求
を
し
て

く
る
こ
と
や
、
戦
争
状
態
に
な
る
こ
と
す
ら
想
定
さ
れ
、
日
本
国
中
を
震
撼

さ
せ
、
政
府
内
も
大
混
乱
と
な
っ
た
。

天
皇
自
ら
が
他
国
の
皇
太
子
を
慰
問
す
る
こ
と
は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、

下
田
の
日
記
に
も
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
行
為
に
対
し
て
畏
れ
多
い
と
感
じ

る
国
民
感
情
も
加
わ
り
、
日
本
全
国
か
ら
慰
問
や
見
舞
い
の
品
が
殺
到
す
る

事
態
と
な
っ
た
。

下
田
に
対
し
て
も
慰
問
の
た
め
の
相
談
が
あ
り
、
華
族
女
学
校
生
徒
が
刺

繍
し
た
も
の
を
調
え
て
贈
り
物
と
し
て
準
備
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
四

日
に
西
村
茂
樹
校
長
は
こ
の
見
舞
い
の
品
を
持
っ
て
京
都
に
向
か
う
が
、
下

田
は
新
橋
駅
に
校
長
を
見
送
り
に
行
っ
て
い
る
。

西
村
校
長
の
慰
問
に
つ
い
て
は
『
華
族
女
学
校
第
六
年
報
』
に
次
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

五
月
十
四
日
露
國
皇
太
子
殿
下
御
負
傷
ニ
付
御
見
舞
ト
シ
テ
西
村
校
長

本
校
職
員
生
徒
一
同
ニ
代
リ
京
都
ニ
至
リ
テ
生
徒
ノ
兼
テ
製
作
シ
タ
ル

御
椅
褥
五
枚
各
種
縮
緬
地
ニ

刺
繍
セ
シ
モ
ノ

御
膝
掛
壹
枚
縮
緬
地
ニ
刺

繍
セ
シ
モ
ノ

左
ノ
書
面
ヲ
捧
呈
セ
リ

日
本
國
華
族
女
学
校
々
長
職
員
生
徒
一
同
謹
み
て
我
か
崇
敬
す
る

露
國
皇
太
子
殿
下
に
白
す

殿
下
ハ
我
か
帝
室
の
親
愛
す
る
と
こ
ろ
臣
民
の
尊
重
す
る
と
こ
ろ
な

る
に
圖
ら
ず
も
御
厄
難
に
遭
ハ
せ
給
へ
る
に
よ
り
我
か

皇
帝
皇
后
兩
陛
下
に
は
驚
き
痛
み
お
ぼ
し
め
さ
れ
我
等
臣
民
は
た
愕

き
畏
ま
り
奉
る
爰
に
本
校
生
徒
等
が
平
素
つ
く
り
お
け
る
も
の
を
献

し
て
聊 

殿
下
の
御
心
を
慰
め
併
せ
て
尊
體
の
速
に
常
に
か
へ
ら
せ

給
は
ん
こ
と
を
祈
り
ま
つ
る

 
 

明
治
二
十
四
年
五
月
十
三
日

慰
問
品
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
新
聞
に
も
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。（
讀
賣
新
聞 

明
治
二
十
四
年
五
月
十
七
日
：
原
本
の
ふ
り
が
な
は

筆
者
が
一
部
省
略
し
た
）

華
族
女
学
校
の
御お

見み

舞ま
ひ

物も
の 

同
校
よ
り
露
國
皇
太
子
殿
下
の
御
見
舞
と

し
て
奉
献
せ
し
物
の
様
子
を
聞
く
に
同
校
生
徒
が
平
常
課
業
と
し
て
製

す
る
縫ぬ
ひ

繍と
り

物も
の

を
急
に
御
椅ク
ー
シ
ョ
ン褥

五
枚
と
御
膝
掛
一
枚
と
に
調
製
せ
し
も

の
に
て
其
地
質
ハ
悉
こ
と
〴
〵く
日
本
の
織
物
を
用
ひ
周
囲
の
装
飾
な
ど
も
総あ
げ

角ま
き

の
ふ
さ
を
垂
れ
染そ
め

色い
ろ

の
上
品
な
る
模
様
の
優
美
な
る
あ
ッ
ぱ
れ
本
邦
の

美
術
を
代
表
す
る
程
の
物
に
し
て
（
以
下
略
）
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華
族
女
学
校
か
ら
の
見
舞
い
の
品
は
、
生
徒
が
授
業
で
製
作
し
た
刺
繍
品

を
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
膝
掛
け
に
作
り
直
し
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
相
談
を

受
け
た
の
が
校
長
の
出
発
の
前
日
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
大
急
ぎ
で
仕
上
げ
た

の
で
あ
ろ
う
。
下
田
自
身
が
作
業
し
た
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
十
三
日
の

日
記
の
最
後
に
は
「
三
島
医
来
訪
、余
も
肩
の
料
治マ
マを
依
頼
す
。」
と
あ
っ
て
、

一
連
の
疲
労
で
肩
が
痛
ん
だ
様
子
も
う
か
が
え
る
。
下
田
の
素
早
い
対
応
に

よ
っ
て
、
華
族
女
学
校
も
面
目
を
保
っ
た
と
い
え
よ
う
。

来
日
に
際
し
て
の
歓
迎
ぶ
り
や
手
厚
い
接
待
に
満
足
を
感
じ
て
い
た
ニ
コ

ラ
イ
は
、
事
件
に
対
し
て
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
も
の
の
、
命
に
別
状
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
へ
の
悪
感
情
は
抱
か
な
か
っ
た
と
伝
え
る
。

ま
た
、
天
皇
自
ら
の
慰
問
も
功
を
奏
し
、
日
本
国
中
か
ら
の
夥
し
い
慰
問
や

見
舞
い
品
は
日
本
国
民
の
誠
意
と
受
け
取
ら
れ
て
、
予
定
を
切
り
上
げ
て
日

本
を
離
れ
る
際
に
、
ニ
コ
ラ
イ
は
そ
う
し
た
一
連
の
行
為
に
対
し
謝
意
を
示

し
て
本
国
へ
帰
還
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
経
緯
と
し
て
大
審
院
院
長
児
島
惟
謙
は
、
犯
人
津
田
三

蔵
に
対
し
て
大
逆
罪
と
し
て
死
刑
に
処
す
べ
き
と
す
る
政
府
の
圧
力
に
反
発

し
、
五
月
二
十
七
日
の
大
審
院
法
廷
に
お
い
て
無
期
徒
刑
（
無
期
懲
役
）
の

判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

明
治
二
十
四
年
五
月
に
発
生
し
た
大
津
事
件
は
、
日
本
国
中
を
不
安
に
陥

れ
、
政
府
も
対
応
に
苦
慮
し
た
。
明
治
天
皇
に
よ
る
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
へ
の

慰
問
や
、
天
皇
、
皇
后
か
ら
本
国
ロ
シ
ア
皇
帝
、
皇
后
へ
の
親
書
で
見
舞
い

の
意
を
表
し
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
る
形
で
朝
野
を
あ
げ
て
の
慰
問
、
見
舞
い

が
続
い
た
が
、
学
校
関
係
者
も
慰
問
や
電
報
、
休
校
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
も
、
華
族
女
学
校
は
下
田
の
機
転
で
見
事
な
見
舞
い
品
を
用
意
し
、

西
村
校
長
も
無
事
慰
問
を
果
た
し
た
。
日
記
の
一
連
の
記
述
は
、
こ
の
歴
史

的
事
件
が
も
た
ら
し
た
緊
迫
感
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

一
月
か
ら
六
月
の
間
も
、
日
々
の
面
会
、
訪
問
は
多
く
、
忙
し
い
様
子

が
う
か
が
え
る
。
個
々
の
出
来
事
に
対
し
て
の
記
述
は
短
い
な
が
ら
親
し

い
人
の
死
に
際
し
て
は
感
情
が
垣
間
見
ら
れ
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

無
理
を
し
て
い
た
か
ら
か
、
体
調
を
崩
し
が
ち
で
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
多
か
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、
下
田
の
女
子
教
育
に
も
深
い
関
わ
り
を
持
つ
三
島
通
良
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
今
後
も
調
査
を
続
け
、
下
田

の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
三
島
通
良
の
曾
孫
に
あ
た
ら
れ
る
東
京
工
業
大

学
学
長
三
島
良
直
氏
よ
り
本
研
究
所
に
、
あ
ら
た
に
三
島
二
三
子
氏
の
ご
遺
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品
を
は
じ
め
、
下
田
及
び
本
学
に
関
係
す
る
多
く
の
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
人
の
真
弓
氏
に
は
お
忙
し
い
中
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
に
は
資
料
閲
覧
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
注

1 

『
女
子
学
習
院
五
十
年
史
』
女
子
学
習
院 

一
九
三
五
年 

二
三
三
頁

2 

学
校
休
業
に
つ
い
て
は
日
記
に
よ
る
（『
華
族
女
学
校
第
六
年
報
』（
明

治
二
十
三
年
九
月
～
二
十
四
年
八
月
）
の
行
啓
其
他
記
事
に
学
校
休
業

の
記
録
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）。

3 

『
東
京
市
史
稿
市
街
篇
』
第
八
十
一 

東
京
都 

一
九
九
〇
年 
一
～
二
九
頁

4 

日
記
で
は
二
月
十
九
日
が
虫
損
の
た
め
休
校
の
記
載
は
不
明
だ
が
、
同

二
十
五
日
に
は
「
故
三
条
公
御
国
葬
に
付
休
校
」
と
あ
る
。『
華
族
女
学

校
第
六
年
報
』
で
は
「
同
（
二
）
月
十
九
日
内
大
臣
三
条
公
爵
薨
去
ニ

付
三
日
間
授
業
ヲ
休
ム
」
と
あ
る
。

5 

園
子
爵
は
生
母
園
祥
子
の
父
基も
と

祥さ
ち

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
た
だ
し
基
祥

は
伯
爵
）。

6 

同
注
２ 

五
九
～
六
〇
頁

7 

『
女
性
と
文
化
』
下
田
歌
子
研
究
所
年
報 

第
三
号 

二
〇
一
七
年 

拙

稿
注
１

8 

『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
故
下
田
校
長
先
生
伝
記
編
纂
所
編 

一
九
四
三

年 

一
八
五
～
一
八
六
頁

 

本
野
久
子
に
関
し
て
は
、本
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
教
授
児
島
薫
氏

の「
桃
夭
塾
卒
業
生
、本
野
久
子
に
つ
い
て
」
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

第
四
十
八
集 

二
〇
〇
六
年
に
よ
っ
て
、
す
で
に
詳
細
な
調
査
研
究
が
な

さ
れ
て
い
る
。

9 

同
注
７ 

一
二
三
頁

10 

同
注
８ 

二
七
四
～
二
七
六
頁

11 

『
女
性
と
文
化
』
下
田
歌
子
研
究
所
年
報 

第
二
号 

二
〇
一
六
年 

拙

稿 

一
〇
四
頁

12 

『
歌
舞
伎
座
百
年
史
』
本
文
篇
上
巻 

松
竹
株
式
会
社 

一
九
九
三
年

13 

『
大
津
事
件 

ロ
シ
ア
皇
太
子
大
津
遭
難
』（
大
津
事
件
参
考
文
献
） 

参
照

14 

「
幸
啓
録 

五 

明
治
二
十
四
年
」
露
國
皇
太
子
殿
下
御
訪
問
ノ
爲
京
都

ヘ
行
幸
ノ
件 

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵

■
大
津
事
件
参
考
文
献

保
田
孝
一 

『
最
後
の
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
日
記 

増
補
』
朝
日
新

聞
社 

一
九
九
〇
年

尾
佐
竹
猛 
三
谷
太
一
郎
校
注
『
大
津
事
件 

ロ
シ
ア
皇
太
子
大
津
遭
難
』

岩
波
書
店 
一
九
九
一
年
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児
島
惟
謙 

家
長
三
郎
編
注 

『
大
津
事
件
日
誌
』
平
凡
社 

一
九
七
一
年

林
董 

由
井
正
臣
校
注
『
後
は
昔
の
記
他 

林
董
回
顧
録
』
平
凡
社 

一
九

七
〇
年

（
あ
い
こ
う
・
は
る
み
／
実
践
女
子
大
学
下
田
歌
子
研
究
所
研
究
員
）


